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市民ファシリテーターが津波防災まちづくり計画策
定に果たした役割 : 静岡県牧之原市を事例として
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　静岡県牧之原市は、2012 年（平成 24 年）に政府が発
表した、南海トラフ巨大地震によると、最大震度 7、津
波高 14 メートルの想定が出されている（注 1）。約 48,000





成 24 年）、各自治会を中心とした “ 津波防災まちづくり
計画 ” の策定を決めた。この計画には、市が合併し、新
市としてスタートした、2005 年（平成 17 年）から市民
参加と市民協働を掲げた市政の下で活動している “ 市民
ファシリテーター（注 2）” が中心となり実行された。






　牧之原市では、2006 年（平成 18 年）の市長マニフェ
















ファシリテーターは、1999 年（平成 21 年）に丸二日間
の研修においてワークショップ（以下、WS）の組み立
て方を学び、継続性を持った WS を通して結果へ導くた
めの研修を受講している（注 3）。その結果、各地区 5 回の
WS とまちあるきをしながら、積み上げのある成果を出
すことに成功している。
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2-2　対話の場 “男女協働サロン ”





















続性を得られ、自治会が “ 男女協働サロン ” に示す役割
の大きさを感じることができる。








　牧之原市は、2011 年（平成 23 年）市民が中心となっ
て、約 4 年間かけ自治基本条例を施行している。その際


























ての男女協働サロンは、54 回（4 地区で各 11 回、1 地区
で 10 回）、参加人数は 2,530 人に及ぶ。また、市長にお















して、改めて地域を見直すことになる。“ 津波防災 ” と写真　男女協働サロンの様子
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つつある。しかしながらその進行の仕方や行政との関わ
りや報酬の問題など、まだまだ沢山の課題を抱えている
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